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１概要 

現在日本では、出生率の低下と医学の進歩での

平均寿命が伸びたことで急激な少子高齢化が進ん

でいる、２０１７年には、日本の人口の２７．７％

が６５歳以上で１３．８％が７５歳以上であると

発表された。そこで、高齢化社会における生涯ス

ポーツについて研究することにした。生涯スポー

ツの現状や在り方についての研究をした。 

 仮設１高齢者が生涯スポーツを習慣で行う人が

減少している。仮設２高齢者が生涯スポーツをす

るのは、日々の楽しみや交流のため。という２点

を仮設とし研究を行った。 

 仮設１では、全国と高知県で調べてみて比較し

てみると全国も高知県も生涯スポーツの習慣は、

増加していることがわかった。全国のほうが習慣

にしている人は多かったが、高知県は、全国に比

べ近年の習慣者の増加率がかなり高かった。そこ

で、高知県文化生活スポーツ部スポーツ課の山口

さんにインタビューをしたところ高知では、スポ

ーツ推進委員がスポーツの良さを知ってもらうた

めの様々な取り組みや、環境を充実させていたか

らだった。 

 仮設２では、グラウンドゴルフを実際にされて

いる方にインタビューを行った。何のためにして

いるのか明確にすることはできなかったが、生涯

スポーツをすることのすべてが生きがいだと感じ

た。 

本研究で生涯スポーツとは、『生きがい』を生み

続けることが生涯スポーツの意義在り方だと考え

た。 

 

１．１生涯スポーツとは 

 その生涯を通じて健康の保持・増進やレクリエ

ーションを目的に「誰もが、いつでも、どこでも

気軽に参加できる」スポーツをいう。 

人間とスポーツの問題を考えるとき、「ライフ」

という言葉が、広く深い意義を持ってくる。「｛障

害｝｛スポーツ｝」という概念はもともと、こうし

た人間の生（生命）・生活・人生（障害）をより豊

かにするための身体活動や運動を総称したもので

ある。したがってそこには、遊び、スポーツ、余

暇、健康運動といった様々な身体運動が含まれる。 

 人間の生（生命）を空間軸にそって考えると「生

活」という文化・社会的な問題領域が現れるし、

時間軸にそって考えると「人生・障害」という発

達心理社会的な問題領域が現れる。「ライフ・スポ

ーツ」とは、人間の生（生命）の躍動が、身体活

動や運動の文化を媒体として横軸と縦軸に広がり、

互いに連携を持ちながら豊かに深まり、向上して

ゆくという総合的な道筋を射程に入れた概念であ

り、関連するあらゆる社会制度の有機的関連のも

とに、人間が、いつでもどこでも、だれでも、こ

うした身体運動を身近なものとして主体的に実践

し、豊かなライフを営むことを理念とする概念な

のである。  

 

１． ２生きがいとは 

 今回私の論文で出てくる高齢者にとっての「生

きがい」とは、生きる目的や意味や価値、すなわ

ち、「生存理由」のことである。また、「生きがい

感」とは、こころの底から湧き上がるよう純粋な

「生きる喜び」であり、様々な感情や体験を含ん

だ「生の充実感」「はりあい」である。それは、き

わめて個性的な幸福感である。さらにそれは、自

分固有の目標やその社会的な意味・意義・価値を

伴っている。 



 それは、生の流れが順調に進むときよりむしろ、

老い・病・死といったある種の「生への抵抗感」

を伴った高齢期に最も意識されやすい。そうした

「抵抗」を「こころと体」で受け入れ、融和させ、

のりこえ、「新しい生きがい」を求め、発見すると

きにこそ、より奥行きのある生きがいとなるので

はないだろうか。  

 このような高齢者の「生きがい」は、「健康」「楽

しみ」「仲間」から生まれる。 

 

２研究背景 

現在日本では、出生率の低下と医学の進歩での

平均寿命が延びたことで急激な少子高齢化が進ん

でいる。そのなかで近年高齢者がスポーツをして

いるのを見かける機会が減ったように感じたため、

現状を知りどうしていくべきか研究しようと考え

た。そして、高齢者がスポーツをする意義が健康

になるためよりほかにあるのではないかと考えた

ため。 

 

３目的 

 近年高齢者がスポーツをしている姿を見る機会

が減ったためまず全国的に生涯スポーツを行って

いる高齢者の現状を知る。そして、高知県ではど

うなっているのかを調べ比較して高齢者の生涯ス

ポーツの実態を知る。 

 実際にスポーツをしている高齢者にアンケート

を行い生涯スポーツをする意義や目的をしり生涯

スポーツの在り方は何なのかを明らかにする。 

 仮説１ 全国、高知県ともに高齢者が生涯スポ

ーツを習慣で行っている人は減少している。 

 私が小さいころには、近所で高齢者がグラウン

ドゴルフやゲートボールをしている人をよく見か

けていたが、最近では公園でストレッチや散歩を

している人は見かけるが、高齢の方が集団でスポ

ーツをしている姿を見かけなくなったと感じたか

ら。 

 

 仮説２ 高齢者が生涯スポーツをするのは、健

康や技術の向上のためでなく、日々の生きがいや

交流のため。 

 高齢者がスポーツをするのは、健康や技術の向

上を目的としているのではなく、その場で一緒に

スポーツをしている人たちと会話をしたり時間を

共有したりすることで、日々の楽しさや幸せを感

じるためにやっているのではないかと考えたため。 

 

４研究方法 

 仮説１を立証するためにネットや本を活用し、

全国や高知県の高齢者のスポーツをしている頻度

や習慣はどう変化してきているのか調べる。そし

て、全国と高知を比較し高知県では現状がどうな

っているのかを知る。 

上記のことを参考に実際に高知県文化生活スポ

ーツ部に行ってみて私の把握する高知県の現状や

状況を確かめるとともに結果をもとにインタビュ

ーを行い、実際の高知県の生涯スポーツの実施状

況や課題、現状を知る。 

 仮説２を立証するため、高知県で生涯スポーツ

を行っている方にアンケートを取り、実際に行っ

てみて私が体験したことで感じたことや、アンケ

ート結果をもとに生涯スポーツをする目的や意義

をしる。 

 

５全国の生涯スポーツ実施状況 

高知県の生涯スポーツを行っている高齢者がど

うなってきているのか知るためにまず全国の状況

をしらべた。 

全国のスポーツの実施状況は、スポーツ庁の調

査で全国の成人以上の人に、アンケートを取り週

一回以上運動・スポーツしている人の割合を出し

ている。アンケートの結果では、昭和６３年の２



７．８％から上昇を続け平成２４年には、４７．

５％になり、平成２８年は４２．５％となってい

る男女別にみてもさほど違いなく同じように上昇

しているのがわかる。 

これを高齢者にスポットを当て年代別に調べて

みたところ以下のようになっていた。 

表１ 

表２ 

 平成１８年の全年代の平均は４４％平成２８年

の全年代の平均は、４３％だった。全年代の数値

はあまり変わらないがここ最近の高齢者のスポー

ツ習慣の変化を見て面白いことが分かった。平成

１８年では、年代別で見たときに６０代でのスポ

ーツをしている人の割合が最も高くなっていた。

しかし平成２８年の表を見てみると６０代のスポ

ーツをしている人の割合は、減っていたが代わり

に７０代のスポーツをする人の平均が大きく増え

て全年代で見ても伸び率、習慣度ともに最も高い

という結果となっていた。これは、平成１８年に

６０代でスポーツを多くやっていた世代がちょう

ど十年ってもスポーツを続けていたからなのか、

医学の進歩により平均寿命も延び身体を健康に動

かせる期間が長くなったからなのか以後調べてい

く必要があるように感じた。 

 今度は、２０１０年から２０１６年の週一回以

上の運動スポーツの実施率の平均値を都道府県別

でみてみたところ、一番スポーツを習慣的に行っ

ている人が多かったのは静岡県で６５．９７％だ

った。高知県は全国２０番目の５８．２１％、一

番運動をする人が少なかったのは山梨県で３８．

３３％となっていた。 

 

６高知県の現状 

 全国では、昭和６３年からスポーツを習慣づけ

ている人の割合が増え高齢者の割合も大きく上昇

していることが分かった。ここからは、高知県で

はどうなっているのかを研究していく。 

 以下のグラフは、第二期高知県スポーツ推進計

画ｖeｒ１に掲載されていた高知県のスポーツの

習慣で、成人以上の週一回運動・スポーツする人

の割合のグラフ。 

 

図１ 

 

図２ 

全体 男性 女性

平成１１年 38.2% 41.0% 36.0%

平成１８年 41.0% 45.0% 36.0%

平成２８年 44.3% 46.2% 42.8%
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図３ 

図１から、高知県は、平成１１年に比べ平成２

８年では、全年代とも週一回スポーツをする人の

割合が増えていることがわかる。 

図２では、平成１１年では全年代の男性平均よ

り５０、６０、７０年代ともに低かったが、平成

２８年には、全年代平均が、５．２％増えている

のに対し、どの年代もほぼ１０％以上増加してい

ることがわかる。特に７０代男性は、１５．２％

増加している。 

図３では、平成１１年に比べこれもほぼ１０％

以上の増加をしているのがわかる。ここも、７０

代女性が１３．２％と、大きく増加している。 

 全国と高知県での比較 

 全国の５０代から７０代と高知県の５０代から

７０代の週一回以上運動・スポーツをする男性と

女性の割合を比較してみて、大きくは変わらない

が平均的に全国の高齢者のほうが運動・スポーツ

をしていることが分かった。しかし高知県では、

平均では、劣るものの運動・スポーツをする人の

増加率は全国と比べても高いということが分かっ

た。年代別で見ると全国、高知県ともに７０代の

運動・スポーツ参加率が高く大幅に増えているこ

とが分かった。 

 高知県の現状（２） 

 上記の結果が出た要因は何なのかスポーツ課の

山口さんにインタビューを行った。するとその大

きな要因は、５つあり、１ 地域の事情に応じた

効果的継続的な取り組みの展開２  女性がスポ

ーツ参加しやすい環境づくり３ 高知家健康パス

ポート事業４ 生涯スポーツを行う環境の充実５ 

年に一度の高知県スポーツ推進委員研究会という

のが要因ということが分かった。 

 女性の参加を促し参加しやすい環境を作り、地

域の推進委員とともにイベントや環境設備の充実

をはかったことが、運動・スポーツをする人が増

えた要因である。 

 全国でも高知県でも７０代のスポーツをする人

が増えている要因を聞いたところ、上記の要因の

ほかに、ゆるスポーツと呼ばれるニュースポーツ

が多く誕生し、「体がうまく動かない」、「激しい運

動ができない」高齢者でも気軽に参加できるスポ

ーツが次々生まれそれを取り入れたからだそうだ。 

 高知県の現状（３） 

 実際に年に一度行われる高知県スポーツ推進委

員会に参加した。その中では、高知県スポーツ推

進委員功労者の表彰式、東洋町が今年行った事例

発表、株式会社 GOBOUの代表簗瀬 寛氏の講演、

ゆるスポーツの体験研修を行っており高知県のス

ポーツ推進委員が集まり高知県のスポーツが活性

化していくための研修会を行っていた。午後から

は、スポーツ推進委員に向けたゆるスポーツの紹

介体験を行っており、推進委員はこれを学び持ち

帰り地域で実践していくそうだ。 

 

７アンケート 

 これまでの研究を参考にし、５０代以上の高知

県で実際にスポーツしている方にアンケートを行

った。高知県グラウンド協会の方に協力をしてい 
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平成２８年 47.3% 52.5% 51.2%
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ただいた。アンケートの内容は、 

① 年齢  

② グラウンドゴルフを始めたきっかけ 

③ グラウンドゴルフをしていてよかったことや、

やりがい 

④ グラウンドゴルフは好きですか？ 

⑤ グラウンドゴルフをする理由 

（１） すきだから 

（２） 健康のため 

（３） 体力をつけるため 

（４） 上達するため 

（５） 交流のため 

⑥ 他にやっているスポーツはありますか？ 

 ④⑤は、１～３に分け「はい」「どちらともいえ

ない」「いいえ」と３拓の中から選択してもらうよ

うにし、以上のアンケートを行った。 

  

８アンケート結果  

②では、「近所でやっているのを知っていたから」

や、「町内会、自治体に入っていたから」、「友人に

誘われたから」などという意見があった。③では、

「人と話をするのが楽しみ」や「大会で表彰され

たから」「終わった後の打ち上げ」などがあった。 

 

図３ 

上記の図は④⑤の結果をまとめたグラフだ。④は、

アンケートに協力してくれた方全員が「はい（す

きだ）」と回答した。⑤では、好きだから、交流の

ためは、「はい」がおおく健康のため、上達するた

めでは、「はい」が多かったのだが「いいえ」をつ

ける方もおり一概にも健康のためや上達のためと

は言い切れないことが分かった。⑥の質問では、

「ウォーキング」「水泳」「将棋」「ボッチャ」など

様々なスポーツをされていることが分かった。図

３の通り全体的に「はい」という答えが多く、何

が目的でやっているのかを明確にすることができ

なかったように感じる。より明確にしていくには、

「はい」と「いいえ」で分けるのではなく何が目

的なのか選択肢をもうけその中から選択していっ

た方がよかったと思った。 

 

９結果・考察 

 研究をして、仮説１は、全国高知県ともに増え

ていたのでちがっていたことがわかった。それは、

日々全国のスポーツを推進している方、高知では、

スポーツ推進委員やスポーツ課がスポーツをして

もらうためスポーツの良さを伝える、環境を充実

させているからだと分かった。 

 仮説２は、アンケートをとってみて本当の実態、

生涯スポーツの真のありかたまでは、たどり着く

ことができなかったが、それぞれがそれぞれのや

りがい生きがいをもって、好きなことをしている

ということが分かった。アンケートを取っている

ときに、高齢者の方が表彰された話、最近会った

話、終わっての飲み会が楽しみな話などいろいろ

な話を楽しそうに話してくださった。大会で優勝

する（上達）終わって飲み会に行く（交流）げん

きでいる（健康）楽しい（好き）全部、すべてが

『生きがい』なんだと感じることができた。 

 本研究で私は、高齢者の生涯スポーツとは、『生
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きがい』を生み続けることが生涯スポーツの意義、

在り方だと考える。 

 今後は、今後もっと高齢化が激しくなる中でス

ポーツ人口は増えていくのか、違うスポーツ以外

のことではどうなのか研究していき『いきがい』

とは、いったい何なのか深めていきたい。 
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